		

文部科学省教育再生加速事業(AP)ポスター発表公募のお願い

 平成31年1月吉日　 岐阜工業高等専門学校　教育ＡＰ推進室

岐阜高専は平成26年度文部科学省『大学教育再生加速プログラム(AP)』採択事業の成果報告会を下記のとおり実施します。前半は主催高専校長による挨拶と基調講演です。後半は公募型のポスターセッションを開催し、活発な意見交換の場としたいと思っています。
基調講演では、多くのAP参加大学・高専が採用している「プログ試験」の結果をどの様に読み解き教育改善に繋げるかについてと、本校が今年展開してきたAPを含む各種外部資金活用事業の成果を可視化します。また、ポスター発表のテーマとしてはAL（アクティブラーニング）の実践、学修成果の可視化がメインですが、これらと密接に関係するICT活用教育やキャリア教育に加え、国際化や情報セキュリティ関連まで、教育改革の実践事例をご紹介頂ければ幸いです。当日は高専機構の第3ブロックの各高専はもちろん、東海地区はじめ近隣の大学にも、ぜひポスター発表をお願いしたいと思っています。本校関係者をはじめ、教育関連機関関係の多くの方々の情報交換の場となれば幸いです。

日時　平成31年3月8日（金） 13:30～16:30
場所　岐阜工業高等専門学校　多目的ホール・ビデオルーム
プログラム
13:00  受け付け開始
13:30　開会挨拶　　岐阜工業高等専門学校長　伊藤義人

招待講演（３０分。質疑応答５分を含む。）（下記は発表予定の仮題です）
13:40　招待講演『プログ結果をいかに読み解き教育改革に繋げるか』
㈱リアセック 　教育開発支援グループ　根本康宏　氏
[bookmark: _GoBack]成果報告（５０分。各１０分）質疑応答は第２部ポスターにて
14:10　成果報告１『岐阜高専のAP事業戦略と成果の可視化』
岐阜工業高等専門学校　教育AP推進室長　所　哲郎　教授
14:20　成果報告２『”KOSEN(高専)4.0”イニシアティブ：課題解決型グローカル人材育成事業』
岐阜工業高等専門学校　研究主事　和田　清　教授
14:30　成果報告３『”KOSEN(高専)4.0”イニシアティブ：キャリア教育事業』
岐阜工業高等専門学校　羽渕仁恵　教授
14:40　成果報告４『高専機構と連携した情報セキュリティ教育事業』
岐阜工業高等専門学校　情報処理センター長　山田博文　准教授
14:50　成果報告５『岐阜高専の国際交流事業』
岐阜工業高等専門学校　国際交流室長　山本高久　准教授

休憩　15:00-15:10
15:10　岐阜高専講演『本校ＡＰ事業ポスターセッションの戦略紹介』
	岐阜工業高等専門学校　教育ＡＰ推進室長　所　哲郎
15:20　ポスターセション（ＡＬ、学修成果の可視化、ICT活用教育、キャリア教育関連など）
16:30　閉会　ＪＲ岐阜駅直行のバスがあります。

○ポスター形式　Ａ０縦長で当日持参して下さい。また、印刷・配付可能版の電子データ（PDF形式）を当日までに本校担当者宛メールして下さい。後日、ポスター統合版の電子版を本校ホームページからダウンロード可能とさせて頂きます。（下記、申し込みメール宛、ＵＲＬを返信します。）
○ポスター申し込み　ポスター発表題目　発表者所属・氏名　を明記して下記まで電子メールにて申し込みをお願いします。締め切りは２月２８日とさせて頂きます。（当日、ポスター配置図配付のため）以後、当日までは下記にご相談下さい。また、AC電源の利用希望など、特記事項については事務局にご相談下さい。なお、成果報告会への参加のみの申し込みも受け付けております。同様に参加申し込みを頂ければ幸いです。また、複数件の発表を頂ける場合は、それぞれお申し込み下さい。ポスターは内容ごとに関連するポスターをグループ化して発表して頂く予定です。

独立行政法人国立高等専門学校機構　岐阜工業高等専門学校
〒501-0495岐阜県本巣市上真桑2236-2
TEL:058-320-1230 FAX:058-320-l240  Mail:soum5@gifu-nct.ac.jp　岐阜高専ＡＰ報告会事務局宛
URL:http://www.gifu-nct.ac.jp/


申し込み例１（ポスター発表含む参加申し込み）
宛先　soum5@gifu-nct.ac.jp
件名　ＡＰ成果報告会　ポスター発表の申し込み
内容　ポスター題目　岐阜高専のＡＰ事業紹介　
発表者所属　　岐阜高専教育ＡＰ推進室長
発表者氏名　　所　哲郎
特記事項　　　AC電源コンセント(５００Ｗ程度)と長机等パソコン設置での利用を希望　

申し込み例２（成果報告会参加・聴講）
宛先　soum5@gifu-nct.ac.jp
件名　ＡＰ成果報告会　参加・聴講の申し込み
内容　参加者所属　　岐阜高専教育ＡＰ推進室長
参加者氏名　　所　哲郎
特記事項　　　招待講演者との面談希望　



